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第６回新型コロナウイルス感染症に関する対応マニュアル 

検討プロジェクト会議 議事概要（発言者名入り） 

 

日 時：令和２年 10 月 28 日（水）16：35～16：50 

場 所：議事堂６階 601 特別委員会室 

出席者：新型コロナウイルス感染症に関する対応マニュアル検討プロジェクト

会議委員８名 

資 料：第６回新型コロナウイルス感染症に関する対応マニュアル検討プロジ

ェクト会議事項書 

    資料１（仮称）三重県議会新型コロナウイルス感染症対応マニュアル

（修正案） 

    参考資料 新型コロナウイルス感染症対応フローチャート 

 

委 員：お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。ただいま

から、第６回新型コロナウイルス感染症に関する対応マニュアル検討

プロジェクト会議を開催する。本日は、三重県議会新型コロナウイル

ス感染症対応マニュアルの修正案についてご協議願いたい。さきの会

議では、マニュアル素案に関する各会派からの意見をご報告のうえ、

ご議論をいただいたところである。それからのご意見を踏まえ、私と

副座長で会議後に素案に対する修正案を作成し、各会派にお配りした

ところであるが、改めて修正の概要を事務局に説明させる。 

事務局：それでは資料１をご覧いただきたい。まず１ページ目である。１の

「感染防止対策」の（１）の②であるが、新政みえのほうからご意見

があって、国のほうで「ソーシャルディスタンス」という言葉は使っ

ていないということで、見直してはどうかということであった。当初

は「ソーシャルディスタンス」という言葉を国のほうでも使っていた

が、基本的対処方針で「身体的距離の確保」という言葉を使うように

なったが、あまり馴染みがない言葉なので、三重県指針、執行部の指

針では「人と人との一定の距離」という言葉を使っているので、そち

らに合わさせていただいて、「人と人との一定の距離の確保」という

表記としている。 

    ２ページ目をご覧いただきたい。④の具体例の取り組み例の三つ目の

丸である。ＣＯＣＯＡや安心みえるＬＩＮＥの活用を記載してはどう

かということで自由民主党県議団からご意見いただいたところである
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が、前回の会議において自民党のほうから、安心みえるＬＩＮＥにつ

いては、今回は見送ってはどうかというご意見であった。ということ

で、今後新しいアプリ等も開発される可能性もあることから、「ＣＯ

ＣＯＡ等の活用に努める」という表記にしている。次３点目である。

（２）の表の中にある（５）の「飛沫防止シールド等の設置」という

ことであるが、新政みえのほうからご意見いただいて、委員会室のほ

うはシールドを設置していないということで、全員協議会室だけとい

う記載をしてはどうかということで、その旨記載している。 

    次、３ページ目である。２の「議員の行動」の中の（１）の④である。

人権侵害や誹謗中傷等の根絶のところであるが、新政みえのほうから、

上から２行目で、「個人への」というところを削除してはどうかとい

うご意見をいただいている。また、上から４行目の、「ＳＮＳ等を通

じて」というところも削除してはどうかというご意見をいただいてい

る。また、書き方として「県民への啓発に努めるとともに、議員が十

分注意する」というような書き方であったが、書き順として逆ではな

いかということで、まず議員自身のことを書いて、それから県民への

啓発に努めるという表記にしてはどうかというご提案を新政みえのほ

うからいただいている。これを受けて、修正したものを１行目の途中

から読ませていただくと、「勤め先等に対する偏見や差別に繋がる行

為、人権侵害、誹謗中傷、デマの流布やその拡散等は絶対に行わない。

また、人権侵害、誹謗中傷等の根絶に向けて、県民への啓発に努め

る。」という表記にしている。 

    次のページ、４ページ目であるが、これまで、感染の恐れがある場合

として、②、③、④ということで、少しケースを細かく分けていたと

ころであるが、少しケース分けが多すぎてわかりにくいということで、

自由民主党県議団のほうからご意見をいただいて、この三つを合わせ

て一つにまとめ、一番下にある「感染の恐れがある場合」という形で

書かせていただいている。この部分を見ていただくと、以前のこの素

案の段階では、②の「感染者と接触した場合」というのは「保健所か

ら議員が濃厚接触者または接触者と特定された場合は、保健所の指示

に従って登庁自粛するとともにＰＣＲ検査を受ける」ということで書

いておったところであるが、③、④についてはその前段階で感染の恐

れがある場合に登庁自粛するケースを書いていた。その部分をまとめ

たのが、一番下の②であって、ちょっと読ませていただくと、「議員
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が感染者と接触した場合は、濃厚接触者または接触者の範囲が保健所

において特定されるまで」これが従前の②である。次の括弧が、「議

員が濃厚接触者等と接触した場合」これは④で書いてある部分を一部

抜粋している。そのあとの、「その同居の家族等が濃厚接触者等と特

定された場合など」、これは③から一部抜粋したものであって、この

場合などは、「それらの者がＰＣＲ検査等において陰性と判定される

まで、又は陽性と判定された場合には、濃厚接触者等の範囲が保健所

において特定されるまでは、登庁を自粛する」という書きぶりにして

いる。なお書き以降については従前の②の記載をベースにしているの

で、基本的には変わらないということである。今まで①から⑤まであ

ったものを、①、②、③という形で簡素化している。 

    これ以降のところは、少し表現を適正なものにしている。６ページ目

で、表の中であるが、「正副を除く」と書いていたところを「正副議

長を除く」と修正したり、あと８ページの（９）で、ちょっと表現を

修正したりという形で直している。それから、その次の様式１である

が、これは、議員が議会事務局のほうへ報告いただく場合であるが、

先ほどの感染の恐れがある場合として、５つのケースを挙げているの

で、その５つのケースとその他の感染の恐れがある場合ということで

報告いただくという形で、項目を６つ書かせていただいている。１枚

めくっていただいて、次、様式３であるが、これも新政みえからいた

だいた意見だが、「県会議員」という言葉は適切でないということで、

「三重県議会議員」ということで修正をしている。１枚めくっていた

だいて、参考資料であるが、対応フローチャートのところで、これま

で①から⑤までのケースがあったわけであるが、自由民主党県議団か

らのご意見を踏まえて、三つに簡素化している。「感染が判明した場

合」、二つ目が「感染の恐れがある場合」、三つ目が「症状がある場

合」ということで、三つのケースに簡素化している。それ以降は、実

際のフローである。 

    修正点は以上であるが、前回日本共産党からいただいたご意見で、１

ページ目に当たるところであるが、（１）の②の、最後の「飛沫防止

シールドを設置する」というところに、あわせてマイクの消毒だけが

できるような、消毒シートを置くという記載をしてはどうかというご

意見をいただいたが、これについては、マイクが精密機器ということ

で、消毒シートで拭くことによって故障の原因になる恐れがあるとい
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うことで、現段階では休憩時に皆さんが触る部分については、消毒シ

ートで職員が拭いているので、現段階ではその対応でお願いしたいと

いうふうに考えている。 

    また、もう一つ公明党からいただいたご意見であるが、ウィズコロナ

の時代にあって、社会経済活動を進めていくためには感染者の氏名の

公表を控えてはどうかというご意見をいただいたが、現段階ではワク

チンもできていない段階であり、新型インフルエンザ特別措置法の分

類指定にまだ指定されているという状況であるので、現段階で名前を

公表しないというのが議会全体としてコンセンサスを得ることは難し

いというふうに判断しており、議員という公職の立場であり、多くの

方と接触する立場であるので、このご意見については採用しなかった

ということである。説明は以上である。 

委 員：それではただいまの説明も踏まえて、修正案に対して何かご意見等は

あるか。 

全 員：意見なし。 

委 員：よろしいか。なお、公明党、草の根運動いがからは、特にご意見はな

いと伺っている。ご意見はあるか。 

全 員：意見なし。 

委 員：ご意見はないようなので、三重県議会新型コロナウイルス感染症対応

マニュアルの素案に対する修正案について、特段のご意見はないもの

とし、最終案とすることでよろしいか。 

全 員：異議なし。 

委 員：それではそのようにする。なお、この後は、私から三重県議会新型コ

ロナウイルス感染症対応マニュアル最終案を、議会改革推進会議役員

会及び総会で報告したいのでご了承願いたい。ついては、推進会議の

三谷会長におかれては、議会改革推進会議役員会及び総会の開催をよ

ろしくお願いいたしたい。なお、その後の流れであるが、議会改革推

進会議の三谷会長から代表者会議でご報告いただき、了承を得られた

ら、現在の議会対応方針に変えてマニュアルが施行されることとなる

見込みである。なお、私から議会改革推進会議役員会及び総会に、三

重県議会新型コロナウイルス感染症対応マニュアルを報告させていた

だく文案については、正副座長にご一任いただけるか。 

全 員：異議なし。 

委 員：それでは、報告案を作成次第、委員の皆様に配付させていただくので
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ご了承願いたい。それでは今後協議いただく事項が出ない限り、今回

をもって、当プロジェクト会議は最終回といたしたい。ご協議いただ

く事項は以上だが他に何かあるか。 

全 員：意見なし。 

委 員：なければ最後、私から一言発言させていただく。大変お疲れ様であっ

た。副座長と事務局がしっかりしていれば何とかなるんだというふう

に思わせていただいた。本当にどうもありがとうございます。次に副

座長からお願いいたしたい。 

委 員：すごくタイトなスケジュールで、何度も会派でご協議いただいたり、

大変ご協力いただきましてありがとうございました。 

委 員：それではお疲れ様でございました。ありがとうございました。 

 


